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の分析には、SPSS12.0J ならびに Amos5.0 および Mplus2.14 を使用した。回収さ
れた調査票は 404 人分（回収率 66.2%）であった。集計対象は、調査対象 610 人
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と し て 、 順 応 （ compliance ） 、 同 一 視 （ identification ） 、 内 面 化
（internalization）といった３つの下位要因（因子、概念）に分類している。
また、MayerとAllen（1993）15）は組織コミットメントを構成員の組織に対す
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い」）は「いいえ」が 109人（ 45.0％）、「どちらでもない」が 101人
（41.7％）、「はい」は32人（13.2％）であった（表1）。 
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性別 男性 68 ( 28.1 )
女性 174 ( 71.9 )
介護福祉関係の 卒業した 77 ( 31.8 )
専修・専門学校 卒業していない 165 ( 68.2 )
介護福祉関係の学科 卒業した 64 ( 26.4 )
（高校・高専・短大・大学・大学院） 卒業していない 178 ( 73.6 )
勤務形態 正規職員（正社員） 203 ( 83.9 )
非生起職員（非正社員） 39 ( 16.1 )
資格の取得状況（複数回答可） 介護福祉士 158 ( 65.3 )
※「あてはまる」者のみ ヘルパー１級 12 ( 5.0 )
ヘルパー２級 154 ( 63.6 )
ケアマネージャー 32 ( 13.2 )
社会福祉士 11 ( 4.5 )
介護職に就いた動機（複数回答可） やりがいがあると思ったから 118 ( 48.8 )
※「あてはまる」者のみ 人の役に立ちたいから 103 ( 42.6 )
ほかに仕事がなかったから 33 ( 13.6 )  













































1. 介護の仕事を選択したことを誇りに思っている 7 ( 2.9 ) 47 ( 19.4 ) 103 ( 42.6 ) 85 ( 35.1 )
2. 介護の仕事は私にとってやりがいのある仕事である 3 ( 1.2 ) 41 ( 16.9 ) 107 ( 44.2 ) 91 ( 37.6 )
3. 介護は私にとって理想的な仕事である 15 ( 6.2 ) 88 ( 36.4 ) 97 ( 40.1 ) 42 ( 17.4 )
「存続的コミットメント」　平均5.3±1.8点、Cronbach's α =0.660
4. 介護の仕事は私のキャリアアップにつながる 10 ( 4.1 ) 66 ( 27.3 ) 125 ( 51.7 ) 41 ( 16.9 )
5. 介護という仕事は、将来は今よりも社会的な価値が認
められるはずである 11 ( 4.5 ) 58 ( 24.0 ) 109 ( 45.0 ) 64 ( 26.4 )
6. 自分の介護が専門領域としてのさらなる介護技術の
発展に役立つ 20 ( 8.3 ) 98 ( 40.5 ) 106 ( 43.8 ) 18 ( 7.4 )
「規範的コミットメント」　平均4.5±2.2点、Cronbach's α =0.775
7. 介護の仕事に就いたからには、それを途中で投げ出
すべきではない 45 ( 18.6 ) 83 ( 34.3 ) 79 ( 32.6 ) 35 ( 14.5 )
8. 介護の仕事は社会的な義務である 39 ( 16.1 ) 95 ( 39.3 ) 87 ( 36.0 ) 21 ( 8.7 )
9. 介護に関する知識と技術を身につけた以上、それを




うに感じる 34 ( 14.0 ) 112 ( 46.3 ) 85 ( 35.1 ) 11 ( 4.5 )
2. この施設の一員であることを誇りに思う 25 ( 10.3 ) 78 ( 32.2 ) 104 ( 43.0 ) 35 ( 14.5 )
3. この施設の一員であることを強く意識している 20 ( 8.3 ) 69 ( 28.5 ) 111 ( 45.9 ) 42 ( 17.4 )
「存続的コミットメント」　平均4.1±2.4点、Cronbach's α =0.833
4. この施設を離れるとどうなるか不安である 54 ( 22.3 ) 100 ( 41.3 ) 71 ( 29.3 ) 17 ( 7.0 )
5. この施設を辞めたら生活に困るだろう 46 ( 19.0 ) 79 ( 32.0 ) 79 ( 32.6 ) 38 ( 15.7 )
6. 今この施設を辞めたら失うものが大きいのでこの先も
勤めようと思う 38 ( 15.7 ) 92 ( 38.0 ) 80 ( 33.1 ) 32 ( 13.2 )
「規範的コミットメント」　平均4.7±2.2点、Cronbach's α =0.780
7. この施設のスタッフにお世話になっているので今やめ
ようとは思わない 19 ( 7.9 ) 50 ( 20.7 ) 110 ( 45.5 ) 63 ( 26.0 )
8. この施設に多くの恩義を感じる 33 ( 13.6 ) 80 ( 33.1 ) 96 ( 39.7 ) 33 ( 13.6 )
9. 今この施設を辞めたら、罪悪感を感じるだろう 46 ( 19.0 ) 94 ( 38.8 ) 81 ( 33.5 ) 21 ( 8.7 )
介護職務ストレス　平均16.5±4.4点、Cronbach's α =0.758
1. ひたすら忙しい仕事だ 2 ( 0.8 ) 38 ( 15.7 ) 115 ( 47.5 ) 87 ( 36.0 )
2. 休憩時間がとりにくい 19 ( 7.9 ) 70 ( 28.9 ) 96 ( 39.7 ) 57 ( 23.6 )
3. 仕事中の時間管理が厳しい 8 ( 3.3 ) 75 ( 31.0 ) 110 ( 45.5 ) 49 ( 20.2 )
「利用者との関係」　平均5.7±1.7点、Cronbach's α =0.529
4. 仕事に追われてゆっくり利用者と関われない 13 ( 5.4 ) 39 ( 16.1 ) 108 ( 44.6 ) 82 ( 33.9 )
5. 利用者に適切なケアができているか不安である 3 ( 1.2 ) 38 ( 15.7 ) 123 ( 50.8 ) 78 ( 32.2 )
6. 利用者との人間関係が難しい 15 ( 6.2 ) 125 ( 51.7 ) 74 ( 30.6 ) 28 ( 11.6 )
「自分自身の健康問題」　平均5.0±2.2点、Cronbach's α =0.709
7. 病気や腰痛など身体に不安がある 27 ( 11.2 ) 48 ( 19.8 ) 116 ( 47.9 ) 51 ( 21.1 )
8. 疲れが取れない 19 ( 7.9 ) 48 ( 19.8 ) 114 ( 47.1 ) 61 ( 25.2 )
9. 夜間よく眠れない 54 ( 22.3 ) 87 ( 36.0 ) 72 ( 29.8 ) 29 ( 12.0 )
介護職場ストレス　平均9.6±5.0点、Cronbach's α =0.830
「先輩・上司との人間関係」　平均3.1±2.1点、Cronbach's α =0.854
1. 先輩や上司は、業務上困った時に協力してくれない 60 ( 24.8 ) 111 ( 45.9 ) 60 ( 24.8 ) 11 ( 4.5 )
2. 先輩や上司は、アドバイスや言葉かけがほとんどない 64 ( 26.4 ) 119 ( 49.2 ) 53 ( 21.9 ) 6 ( 2.5 )
3. 先輩や上司は、どちらかというと有能ではない 72 ( 29.8 ) 105 ( 43.4 ) 53 ( 21.9 ) 12 ( 5.0 )
「同僚との人間関係」　平均2.1±2.0点、Cronbach's α =0.815
4. 仕事に困った時に協力をしてくれる同僚がいない 107 ( 44.2 ) 97 ( 40.1 ) 27 ( 11.2 ) 11 ( 4.5 )
5. 仕事の愚痴を聞いてくれたり言葉かけをしてくれるよ
うな同僚がいない 119 ( 49.2 ) 94 ( 38.8 ) 22 ( 9.1 ) 7 ( 2.9 )
6. 同僚はどちらかといえば有能ではない 96 ( 39.7 ) 120 ( 49.6 ) 21 ( 8.7 ) 5 ( 2.1 )
「職場風土」　平均4.3±2.3点、Cronbach's α =0.717
7. 有給休暇をとるのに周囲に気兼ねをする 30 ( 12.4 ) 49 ( 20.2 ) 83 ( 34.3 ) 80 ( 33.1 )
8. 個人的な都合で早く帰ろうとしても帰りにくい雰囲気が
ある 43 ( 17.8 ) 82 ( 33.9 ) 65 ( 26.9 ) 52 ( 21.5 )
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